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令
和
４
年
度
国
民
年
金
保
険
料

令
和
４
年
度
分
の
定
額
保
険
料
は
、
前
年

度
よ
り
20
円
引
き
下
げ
ら
れ
て
、
月
額
１
万

６
５
９
０
円
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
付
加
保
険
料
は
従
来
ど
お
り
月
額

４
０
０
円
で
す
。

国
民
年
金
保
険
料
免
除・納
付
猶
予　

国
民
年
金
制
度
は
、
20
歳
〜
60
歳
ま
で
の

40
年
間
加
入
し
、
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
が
、
所
得
の
減
少
や
離
職
な
ど

で
経
済
的
に
納
付
が
困
難
な
場
合
、
保
険
料

の「
免
除・
納
付
猶
予
制
度
」を
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。

保
険
料
の
免
除
に
は
、「
全
額
免
除
」「
４
分

の
３
免
除
」「
半
額
免
除
」「
４
分
の
１
免
除
」

が
あ
り
、
50
歳
未
満
の
人
に
つ
い
て
は
、
納

付
が
猶
予
さ
れ
る「
納
付
猶
予
制
度
」が
あ
り

ま
す
。

免
除・
納
付
猶
予
申
請
は
、
申
請
月
か
ら

２
年
１
カ
月
前
の
月
分
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て

申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
免
除
は
、
申
請
期
間
に
対
応
す
る
本
人
、

配
偶
者
お
よ
び
世
帯
主
の
前
年
所
得
に
基

づ
き
ま
す
。
ま
た
、
納
付
猶
予
は
申
請
期

間
に
対
応
す
る
本
人
お
よ
び
配
偶
者
の
前

年
所
得
に
基
づ
き
ま
す
。
審
査
は
、
日
本

年
金
機
構
で
行
い
ま
す
が
、
承
認
さ
れ
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
本
人
、
配
偶
者
お
よ
び
世
帯
主
が
離
職
な

ど
に
該
当
す
る
場
合
は
、「
雇
用
保
険
受
給

資
格
者
証
」ま
た
は「
離
職
票
」な
ど
の
写

防
火・防
災
教
育
を
実
施
し
ま
し
ょ
う

消
防
法
で
は
一
定
規
模
以
上
の
建
物
に
対

し
て
、
防
火
管
理
者
を
選
任
し
、
い
ざ
火
災

や
地
震
な
ど
の
災
害
が
起
こ
っ
た
時
に
関
係

者
が
自
主
的
に
消
火・通
報・避
難
を
迅
速
に

行
う
こ
と
が
出
来
る
よ
う
管
理
す
る
こ
と
が

必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

４
月
は
、
社
会
人
と
し
て
ス
タ
ー
ト
す
る

人
や
人
事
異
動
な
ど
で
新
た
な
勤
務
場
所
で

勤
務
さ
れ
る
人
が
お
り
、
人
事
の
配
置
が
大

き
く
変
わ
り
ま
す
。
今
ま
で
築
か
れ
て
き
た

自
主
防
火・
防
災
力
を
落
と
さ
な
い
た
め
に

も
下
記
の
項
目
に
つ
い
て
、
施
設
の
防
火
防

災
教
育
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

▽
火
災
予
防
の
基
礎

▽
作
業
等
の
安
全
管
理

▽
震
災
対
策

▽
各
自
の
役
割
と
責
任

▽
消
防
用
設
備
な
ど
の
取
り
扱
い

火
災
を
防
止
す
る
た
め
に
は
消
防
署
だ
け

で
な
く
、
皆
さ
ん
の
協
力
が
必
要
不
可
欠
で

す
。

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
に
伴
う「
守

口
市
交
通
安
全
市
民
大
会
」お
よ
び

「
安
全
運
転
講
習
会
」の
中
止

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
実
施
期
間

４
月
６
日（
水
）〜
15
日（
金
）

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
に
伴
う「
守
口

市
交
通
安
全
市
民
大
会
」お
よ
び「
安
全
運
転

講
習
会
」に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め
中
止
し
ま
す
。

注
優
良
自
動
車
運
転
者
表
彰
の
申
請
を
考
え

て
い
る
人
お
よ
び
安
全
運
転
に
関
す
る
資

料
が
必
要
な
人
は
、
守
口
警
察
署
交
通
課

ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

優
良
自
動
車
運
転
者
表
彰
の
受
賞
資
格
の

中
に「
年
に
１
回
、
同
様
の
講
習
を
受
け

て
い
る
こ
と
」と
な
っ
て
い
ま
す
。

問
守
口
交
通
安
全
協
会

℡
０
６
・
６
９
９
１
・
８
８
２
４

問
守
口
警
察
署

℡
０
６
・
６
９
９
４
・
１
２
３
４

問
守
口
市
交
通
安
全
都
市
推
進
協
議
会（
道

路
公
園
課
内
）

℡
０
６
・
６
９
９
２
・
１
７
０
３

小
規
模
店
舗
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト立

ち
上
げ
支
援

小
規
模
店
舗
の
新
た
な
魅
力
発
掘
の
た

め
、
今
年
度
は
守
口
市
商
業
振
興
事
業
支
援

補
助
金
の
更
な
る
補
助
の
拡
充
を
図
り
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
市
場

が
拡
大
中
の
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
を
新
規
で
立
ち
上

げ
る
中
小
法
人
、
個
人
事
業
主
で
あ
り
、
か

つ
卸
売
業
お
よ
び
小
売
業
を
営
ん
で
い
る
事

業
者
に
対
し
導
入
費
等
な
ど
の
支
援
を
行
い

ま
す
。
実
際
に
か
か
っ
た
費
用
の
50
％
以
内

の
補
助
金
で
補
助
限
度
額
最
大
15
万
円
ま
で

交
付
し
ま
す
。

携
帯
ひ
と
つ
で
も
簡
単
に
開
設
で
き
る
Ｅ

Ｃ
サ
イ
ト
を
こ
の
機
会
に
始
め
て
み
ま
せ
ん

か
。本

事
業
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

人
材
確
保
支
援
事
業

（
も
り
ク
ル
ー
ト
事
業
）を
実
施

令
和
４
年
度
か
ら
、
市
内
も
の
づ
く
り
企

業
の
認
知
度
向
上
お
よ
び
人
材
確
保
を
支
援

す
る
た
め
、
も
の
づ
く
り
企
業
人
材
確
保
支

援
事
業（
も
り
ク
ル
ー
ト
事
業
）を
実
施
し
ま

す
。本

事
業
で
は
、
工
業
系
の
学
生
を
対
象
と

し
た
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
事
業
を
実
施
し
ま

す
の
で
、
参
加
を
希
望
す
る
も
の
づ
く
り
企

業
は
、
表（
１
）を
確
認
の
上
、
ぜ
ひ
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

注
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
事
業
受
入
計
画
書
を
踏
ま
え
、
選

考
し
ま
す
。
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

併
せ
て
、
人
材
の
職
場
定
着
な
ど
を
推
進

す
る
も
の
づ
く
り
企
業
へ
の
支
援
策
と
し

て
、
工
業
活
性
化
支
援
補
助
金
の
交
付
要
綱

を
改
正
し
、
職
場
環
境
改
善
な
ど
４
つ
の
補

助
メ
ニ
ュ
ー
を
新
設
し
ま
す
の
で
、
表（
２
）

祝日、休日の受付・相談はありません。
ただし、生活不安や仕事の相談は日曜
日も実施する場合があります。

生活不安や仕事の相談
▽平日9：00～17：30
▽毎月第2・4日曜日9：00～13：00
場 市役所6階くらしサポートセンター
守口
0800-200-8011

介護保険について
▽ 介護保険サービスなどに関する苦情
相談(弁護士)

時第2水曜日15:30~17:30
(1時間以内)

場 市役所1階市民相談室102
予前日までに
問くすのき広域連合
℡06-6995-1516
問同連合守口支所(高齢介護課内)
℡06-6992-2180

空き家不動産無料相談会(事前予約制)
時4月25日(月)10：00～12：00
場 守口市役所1階   相談室101
予 ・問(公社)全日本不動産協会   大阪
東支部

℡ 06-4250-9191
 直接(公社)全日本不動産協会大阪東
支部にて受け付け

市民相談（4月分）

し
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
一
部
免
除
が
認
め
ら
れ
て
も
残
り
の
保
険

料
を
納
め
忘
れ
る
と
未
納
扱
い
に
な
り
、

年
金
受
給
資
格
期
間
に
は
算
入
さ
れ
ま
せ

ん
。
一
部
免
除
が
認
め
ら
れ
た
残
り
の
保

険
料
は
必
ず
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
一
部
免
除
期
間
の
老
齢
基
礎
年
金
額
は
、

全
額
を
納
め
た
場
合
に
比
べ
減
額
さ
れ
ま

す
。

ま
た
、「
納
付
猶
予
」さ
れ
た
期
間
は
、
老

齢
基
礎
年
金
の
年
金
受
給
資
格
期
間
に
含
ま

れ
ま
す
が
、年
金
額
に
は
算
入
さ
れ
ま
せ
ん
。

国
民
年
金
保
険
料
学
生
納
付
特
例　

大
学
、短
期
大
学
、大
学
院
、専
門
学
校
、

専
修
学
校
な
ど（
専
門・専
修
学
校
に
つ
い
て

は
、
対
象
校
に
な
ら
な
い
場
合
あ
り
）の
20

歳
以
上
の
学
生
で
、
本
人
の
申
請
年
度
の
前

年
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
、
保
険
料
の

納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

▽
猶
予
期
間
は
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
資
格

期
間
に
含
ま
れ
ま
す
が
、
年
金
額
に
は
算

入
さ
れ
ま
せ
ん
。

▽
申
請
に
は
、
学
生
証（
コ
ピ
ー
可
）・基
礎

年
金
番
号
通
知
書（
年
金
手
帳
）を
持
参

し
、「
学
生
納
付
特
例
申
請
書
」に
必
要
事

項
を
記
入
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
年
度
ご
と
に
申
請
が
必
要
に
な
り

ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

免
除・
納
付
猶
予
や
学
生
納
付
特
例
を
受

け
た
期
間
中
に
障
が
い
や
死
亡
と
い
っ
た
不

慮
の
事
態
に
な
っ
た
場
合
で
も
、
受
給
資
格

が
あ
れ
ば
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
年
金
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
免
除
や
猶
予
な
ど
を
受
け
た
期
間

の
保
険
料
は
、
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
さ
か
の

ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す（
３
年
度

目
以
降
は
、
経
過
期
間
に
応
じ
た
加
算
額
が

上
乗
せ
さ
れ
ま
す
）。

申
・
問
総
合
窓
口
課
年
金
担
当

℡
０
６
・
６
９
９
２
・
１
５
２
４

問
守
口
年
金
事
務
所

℡
０
６
・
６
９
９
２
・
３
０
３
１

定
期
的
な
教
育
や
消
防
訓
練
の
実
施
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
守
口
市
門
真
市
消
防
組
合
消
防
本
部
予
防

課
℡
０
６
・
６
９
０
６
・
１
３
０
２

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

インターンシップ事業　表（1）

対象者 市内に事業所を有し、主たる事業として製造業を
営んでいるものづくり企業

事業内容
工業系の学生を対象に、市内ものづくり企業が就
業体験を提供し、ものづくり企業で働くことの理
解を深めることを目的とする事業

実施期間 8月の1週間のうち、各企業が設定した1日程度
実施場所 対象者の事業所

申込方法
ホームページに掲載している募集要項などを確認
し、5月2日（月）までに、インターンシップ事業受
入計画書を提出

工業活性化支援補助金の要綱改正（補助率 50％）　表（2）※
生産性向上設備
等設置事業 補助限度額が、15万円⇒25万円に

ホームページ開
設及び改善事業

新たにホームページを開設⇒新たにホームページ
を開設する場合とホームページを改善する場合も
対象に

職場環境改善事
業

女性や障がい者に配慮した設備新設など、職場環
境の改善に要する経費を新たに補助（上限30万円）

人材育成支援事
業

新人研修やスキルアップ研修などの人材育成に要
する経費を新たに補助（上限15万円）

インターンシッ
プ支援事業

ものづくり企業人材確保支援事業（もりクルート事
業）またはものづくり企業が実施するインターン
シップに要する保険料、交通費等を新たに補助

産業財産権取得
支援事業

産業財産権取得に要する経費を新たに補助（特許権
…上限25万円）（実用新案権・意匠権・商標権…上限
15万円）

※ その他の工業活性化支援補助金の詳細については、市ホームページお
よび工業活性化支援補助金交付要綱を確認してください。

０
６
・
６
９
９
２
・
１
７
０
３

もりクルー
ト事業

工業
活性化


